
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

平
成
三
十
年
度
、
代
表
区
長
に
就
任 

し
ま
し
た
三
‐
六
組
の
橋
澤
と
申
し
ま 

す
。
昨
年
度
は
管
理
区
長
と
し
て
地
区 

の
皆
様
か
ら
の
お
力
添
え
を
頂
き
微
力 

で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
無
事
一
年
間 

務
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
前
代
表
区
長
の
よ
う
な
職

務
が
出
来
る
の
か
不
安
が
先
に
立
ち
心
配
で
は
あ
り
ま
す
が
、
安

心
・
安
全
そ
し
て
今
以
上
に
住
み
良
い
環
境
を
作
る
為
に
少
し
で
も

皆
様
の
役
に
立
つ
よ
う
、
中
条
会
計
区
長
・
黒
岩
管
理
区
長
・
紅
林

農
政
区
長
と
共
に
貢
献
出
来
る
よ
う
務
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

近
年
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
み
家
庭
内
に
お
け
る
課
題

も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
核
家
族
化
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
日
頃
か

ら
誤
っ
た
情
報
が
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
流
さ
れ
て
い
く
ケ
ー
ス
も

あ
り
非
常
に
恐
ろ
し
く
感
じ
ま
す
。
一
方
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境

も
核
家
族
化
に
よ
り
高
齢
者
だ
け
の
家
族
も
増
加
し
、
老
老
介
護
が

当
た
り
前
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

も
増
加
し
認
知
症
・
孤
独
死
な
ど
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
為
に
、
日
頃
か
ら
隣
近
所
や
隣
組
、
さ
ら
に
区
と
共
に
「
支
え

合
い
・
助
け
合
い
」
の
意
識
の
共
有
が
出
来
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
も
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
職
務
を
進

め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
度
、
前
任
の
三
澤
祐
司
館
長
の
後
を 

受
け
、
公
民
館
長
に
就
任
し
ま
し
た
一
‐
六 

組
の
小
笠
原
で
す
。
昨
年
度
は
三
澤
公
民
館 

長
、
宮
坂
主
事
、
各
専
門
部
の
皆
様
の
ご
協 

力
を
受
け
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
昨
年

の
経
験
を
生
か
し
微
力
な
が
ら
一
年
間
の
職
務
を
務
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

私
は
松
本
市
よ
り
こ
ち
ら
に
越
し
て
き
て
二
十
年
程
に
な
り
ま
す

が
、
専
門
部
員
と
し
て
区
の
行
事
に
参
加
し
た
事
は
あ
る
も
の
の
積
極

的
に
参
加
し
て
き
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
昨
年
副
公
民
館
長
を

さ
せ
て
頂
い
て
専
門
部
の
会
議
や
各
種
行
事
に
携
わ
り
、
ま
だ
顔
と
お

名
前
が
一
致
し
な
い
方
も
お
り
ま
す
が
多
く
の
方
と
知
り
合
い
に
な

り
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
地
区
の
活
性
化
に
参
加
し
て
い
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
専
門
部
の
部
長
・
副
部
長
様

は
行
事
の
人
集
め
や
次
年
度
の
役
員
決
め
に
大
変
苦
労
さ
れ
て
い
ま

す
。
是
非
と
も
区
民
の
皆
様
に
は
積
極
的
に
公
民
館
活
動
に
参
加
し
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
き
っ
と
新
た
な
出
会
い
や
素
晴
ら
し
い
発
見

が
あ
る
は
ず
で
す
。 

今
年
度
新
た
に
副
公
民
館
長
と
し
て
大
島
正
義
さ
ん
、
主
事
と
し
て

尾
澤
修
一
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。 
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1 ふれあい なのかいち 

公
民
館
長
就
任
に
あ
た
っ
て 

 

七
日
市
場
地
区
公
民
館
長 

小
笠
原 

英
行 

代
表
区
長 

橋
澤 

泉 

七
日
市
場
区
の
皆
様
と
共
に

副公民館長 
大島 正義 

主事 
尾澤 修一 

 

 



  

 

 

「
体
育
部
長
と
し
て
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

体
育
部
長 

 

竹
内 

亮 

 
 こ

の
度
、
体
育
部 

長
の
大
役
を
務
め
さ 

せ
て
頂
く
こ
と
と
な 

り
ま
し
た
。 

 

正
直
、
こ
の
大
役 

を
務
め
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
か
不
安
で
一
杯
で

す
。 と

は
言
え
ど
、
体
育
部
の
皆
さ
ん
と
一
丸
と
な

っ
て
盛
り
上
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

 

様
々
な
行
事
を
通
じ
て
、
地
域
の
皆
様
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
進
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
積
極
的
に
行
事
へ
の
参
加
を
し
て
頂
き
ま

す
よ
う
、
御
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

副
部
長
（
会
計
） 

 
 
 
 
 
 
 

七
‐
四 

椿 
ル
ミ 

 

副
部
長
（
編
集
） 

 
 
 
 
 
 
 

四
‐
五 

赤
羽 

重
晃 
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「
文
化
部
長
を
拝
命
し
て
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

文
化
部
長 

栗
林 

輝
人 

 
 

思
い
も
し
な
い
大 

役
を
命
じ
ら
れ
、
一 

瞬
唖
然
と
し
た
も
の 

で
す
。 

 

引
き
継
ぎ
作
業
に 

入
っ
て
、
各
催
事
で
の
事
前
準
備
作
業
の
多
岐
に

渡
る
多
さ
に
驚
き
で
し
た
。 

 

先
ず
は
、
敬
老
会
で
御
招
待
の
皆
様
に
楽
し
ん

で
満
足
頂
け
る
会
と
な
り
ま
す
様
、
努
め
ま
す
。

 

夏
祭
り
に
向
け
た
準
備
で
は
、
子
供
さ
ん
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
く
過
ご
し
て
頂
き
、
来
年
も
楽
し

み
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
様
な
祭
り
と
な
る

様
に
皆
様
の
御
協
力
を
頂
き
進
め
て
参
り
ま
す
。

  

副
部
長
（
会
計
） 

 
 
 
 
 
 
 

三
‐
六 

梅
田 

博
久 

 

副
部
長
（
編
集
） 

 
 
 
 
 
 
 

五
‐
一 

丸
山 

由
紀
子 

２ ふれあい なのかいち 

「
女
性
学
級
に
参
加
し
て
」 

 
 
 
 
 
 

六
‐
一 

 

松
澤 

百
合
子 

 

 

五
月
二
十
七
日
、
女
性
学
級
が
あ
り
、
「
太
極

拳
」
教
室
に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

た
。
先
生
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
方
の
指
導
を
い
た

だ
き
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
ゆ
っ
く
り
と
全
身
を
動

か
し
て
み
ま
し
た
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
動
き
に
意

識
を
集
中
し
て
身
体
を
動
か
す
こ
と
は
、
意
外
と

体
力
を
使
う
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

日
ご
ろ
身
体
を
動
か
す
機
会
は
と
て
も
少
な

い
の
で
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
積
極
的
に
運
動
す

る
よ
う
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

太極拳教室（女性部） 

【2018 年 5 月 27 日】 
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「
生
活
産
業
部
長
就
任
挨
拶
」 

生
活
産
業
部
長 

白
木 

秀
典 

３ ふれあい なのかいち 

今
年
度
生
活
産
業 

部
長
を
務
め
さ
せ
て 

い
た
だ
く
こ
と
に
な 

り
ま
し
た
白
木
で
す
。 

仕
事
柄
、
地
域
行 

事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
の
少
な
か
っ

た
私
で
す
が
、
こ
れ
を
機
会
に
役
員
の
方
々
、
皆

様
と
の
交
流
を
深
め
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

九
月
に
生
活
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
、
十
二
月
に

は
し
め
縄
講
習
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

副
部
長
（
会
計
） 

 
 
 
 
 
 

三
‐
十 

関
口 

弘
子 

副
部
長
（
編
集
） 

 
 
 
 
 
 

七
‐
一 

高
山 

勉 

「
女
性
部
長
就
任
挨
拶
」 

女
性
部
長 

横
内
明
美 

今
年
度
、
女
性
部 

長
を
務
め
さ
せ
て
頂 

く
こ
と
に
な
り
ま
し 

た
横
内
で
す
。 

 

今
ま
で
、
子
供
の 

行
事
し
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
使
用
し
た
事
が
な

い
程
、
地
域
と
の
交
流
が
な
か
っ
た
私
で
す
が
、

役
員
の
方
々
、
部
員
の
方
々
と
協
力
し
て
活
動
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

一
年
間
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

副
部
長
（
会
計
） 

 
 
 

四
‐
七 

宮
下 

孝
子 

副
部
長
（
編
集
） 

 

八
‐
四 

長
場 

仲
子 

平
成
三
十
年
度
の
七
日
市
場
諏
訪
神
社
の
例
祭

が
四
月
二
十
八
、
二
十
九
日
の
両
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
保
存
会
員
の
笛
の
練
習
は
毎
月
一
回
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
児
童
の
太
鼓
、
チ
ャ
ン
チ
ャ

ン
は
四
月
十
四
日
か
ら
八
日
間
と
い
う
短
い
期
間

で
の
練
習
で
、
聞
い
て
い
た
だ
け
る
演
奏
に
仕
上

が
り
ま
し
た
。
二
十
九
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
祭

り
日
和
の
中
、
五
、
六
年
生
の
児
童
と
い
っ
し
ょ

に
舞
台
を
引
き
な
が
ら
、
自
分
が
太
鼓
を
た
た
い

た
昔
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

「
七
日
市
場
諏
訪
神
社
例
祭
に
よ
せ
て
」 

祭
り
ば
や
し
保
存
会
会
長 

萩
原
基
氾 

 

 

七日市場諏訪神社例祭 

【2018 年 4 月 28,29 日】 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

 

８月 

２９日 盆踊り講習会（文化部） 

１４日 夏祭り盆踊り大会（文化部）

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 

 

 
 
   
 

平成３０年度 七日市場公民館 年間行事予定表 

～～ みなさんお誘いあわせのうえ、ご参加ください！ ～～

６月 ３日 マレットゴルフ大会

１５日 ワンバウンドふらば～るバレーボール大会（体育部）

詳細案内と募集は、回覧板でご連絡いたします。 

３日 三郷公民館・芸能発表会（文化部）

４日 女性学級教室（女性部）

１８日 人権講習会（総務）

１月２０日卓球大会（体育部）

２月１７日冬季公民館対抗スポーツ大会（体育部）

 
 

１２月 

９日 しめ縄づくり講習会（生活産業部）

１１月 

１月・２月 

７月 

５月２７日 女性学級（太極拳）

５月・６月 

 

１９日 夏季公民館対抗スポーツ大会（体育部）

６月１７日 敬老会 

   
部 長 栗林輝人 1-7
副部長 丸山由紀子 5-1

副部長（会計） 梅田博久 3-6

文化部 

部 長 竹内 亮 1-9 
副部長 赤羽重晃 4-5 

副部長(会計) 椿 ルミ 7-4 

体育部 
  

部 長 横内明美 1-9 
副部長 長場仲子 8-4 

副部長(会計) 宮下孝子 4-7 

女性部 
   

公民館長 小笠原英行 1-6
副公民館長 大島正義 8-3

主 事 尾澤修一 1-1

公民館三役 
  

部 長 白木秀典 1-11
副部長 高山 勉 7-1

副部長(会計) 関口弘子 3-10

生活産業部 

 
 
 

９月 

9 日 生活に役立つセミナー（生活産業部）

 

 
 
 

 

１０月 

１３日 三郷祭り・文化産業展（生活産業部）

１４日 三郷祭り・文化産業展（生活産業部）

１４日 三郷市民運動会（体育部）

２
０
１
８
年
７
月
１
５
日

 
ふ
れ
あ
い
 
な
の
か
い
ち

 
V

ol
.１

７
 

N
o.
１
 
第
４
８
号

 

４
 
ふ
れ
あ
い
 
な
の
か
い
ち

 



 

グ ル ー プ 名 例  会 会   場 人数 連絡先(代表者 電話) そ の ほ か 

み や び 会 
総会 3 月(役員の選出) 

敬老祝賀会 9 月 
コミュニティセンター

他 
66 名 松澤 静司 77-5346

親睦旅行年 2 回(春・秋)、マレッ

トゴルフ大会、教養講座講演会、

他との交流会、社会奉仕活動 

詩 吟 の 会 
毎週 水曜日 

(PM 7:30～PM 9:30) 
コミュニティセンター 4 名 丸山 孝雄 77-5323

昭和 60 年 3 月 詩吟のサークル

として誕生 

七 日 市 場 踊 り の 会 
( 三 郷 音 頭 保 存 会 ) 

毎週 火曜日 PM 8:00～ 三郷公民館 3 名 丸山 晴子 77-5328
あづみの里夏祭り、 
ふるさと夏祭り参加 

七日市場安曇盆唄保存会 
年間を通して 

数回の会合と練習 
コミュニティセンター 40 名 萩原 昭平 77-5340

市老連芸能発表会出演、 
公民館夏祭り参加 

七日市場の歴史を学ぶ会 月に 1 回ほど 
資料や現場を 
尋ねて学ぶ 

50 名 曽根原 孝和 77-5598
学習会、研修会旅行、地区生徒会

の学習支援、例大祭ふれあい活動 

祭 り ば や し 保 存 会 
毎月 第 3 土曜日 

PM 7:30～ 
七日市場諏訪神社 35 名 萩原 基氾 77-5358

4 月例祭、宵祭、本祭・8 月夏祭

りに参加 

七 日 市 場 コ ー ラ ス 
月 2 回 第 2 第 4 金曜日 

5-10 月 PM 8:00～PM 9:30
11-4 月 PM 7:30～PM 9:00

コミュニティセンター

(多目的ホール) 
22 名 今泉 怜子 77-3177

みさとふれあいコンサート、春・

夏祭り(バルーンアート)参加、ボ

ランティア活動として公民館の

花壇の手入れ 他 

家庭婦人バレーボール 
( バ レ ー ボ ー ル ) 

月 1～2 回練習 
PM 7:30～PM 9:30 

小学校第二体育館 4 名 布山 ひろみ 77-7330

リーグ戦 全 7 試合＆審判、ゆ

りの木杯、三郷友好都市スポーツ

交流会(予定)、新春バレーボール

大会 

ナイターソフトボール 
( ソ フ ト ボ ー ル ) 

4 月中旬～9 月下旬 
月 4～5 回 

PM 7:00～PM 9:30  

文化公園グランド 
小倉グランド 

19 名 青木 隆幸 77-7684

リーグ戦 全 15 試合,審判数試

合・慰労会・忘年会など楽しい飲

み会もあります。(夏季スポーツ

大会参戦) 
七 卓 同 好 会 
( 卓 球 ) 

毎月第 1, 第 3 金曜日 
PM 7:00～PM 9:00 

コミュニティセンター

2F 
11 名 三澤 博 77-5294

親睦を図り健全なるスポーツと

しての活動 

マレットゴルフ愛好会 年 4 回 4・6・8・10 月 七日市場公園・他 12 名 加藤 忠男 77-5429
公園の整備と清掃、暑気払い、忘

年会あり、みやび会との合同大会

あり 

ゴ ル フ 同 好 会 年 5 回 4・6・8・10･12 月
豊科カントリークラブ

他 
26 名 大工原 征則 77-5722

コンペ 4, 6, 8, 10, 12 月、親睦ゴ

ルフ大会。反省会、懇親会 

ピ ン フ ク ラ ブ 
( 麻 雀 ) 

年 12 回(毎月第 1 土曜日) 
PM 1:00～PM 4:00 

コミュニティセンター

1 階講座室 
7 名 三澤 いちゑ 77-5297

年 12 回実施しているが、メンバ

ーを募集中しております。 

 

七日市場地区 サークル活動のご案内 
～～ いっしょに学びと交流の輪を広げましょう！ ～～ 

学びの輪 交流の輪 

芸
術
・
文
化
・
交
流 

ス
ポ
ー
ツ
・
交
流 

会 員 募 集 

例 会 情 報 

５
 

ふ
れ
あ

い
 

な
の
か

い
ち

 
 

２
０

１
８

年
７

月
１

５
日

 
ふ

れ
あ

い
 

な
の

か
い
ち

 
V

ol
.１

７
 

N
o.
１

 
第

４
８

号
 



  
 

「
熱
闘
の
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」 

 
 

七
‐
二 

前
公
民
館
主
事 

宮
坂 

隆
二 

 

二
月
十
八
日
に
三
郷
公
民
館
主
催
の
冬
季
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
あ
り
、
七
日
市
場
地
区
公
民
館
で
は

二
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
練
習
の
成
果
が
で

た
た
め
か
チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
っ
て
、
リ
ー
グ
戦

を
勝
ち
上
が
り
四
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。 

 

冬
場
の
寒
い
時
期
で
の
大
会
で
し
た
が
、
経
験

の
あ
る
方
、
未
経
験
の
方
も
地
区
を
代
表
し
て
参

加
し
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し

て
慰
労
会
も
好
プ
レ
ー
、
珍
プ
レ
ー
の
話
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
来
年
は
優
勝
と
い
う
目
標
で
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあい なのかいち Vol.１７ No.１ 第４８号 ２０１８年７月１５日 

「
初
め
て
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
」 

 
 
 
 
 
 

一
‐
四 

 

加
藤 

忠
男 

 
梅
雨
入
り
前
の
良
く
晴
れ
た
空
の
下
、
島
高
松

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
は
朝
か
ら
皆
さ
ん
や
る
気

満
々
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。
前
半
は
な
か
な
か

調
子
に
乗
れ
ず
に
い
た
が
、
後
半
の
三
ホ
ー
ル
目

に
ま
ぐ
れ
に
も
初
め
て
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
で

た
。
こ
れ
に
は
本
人
も
び
っ
く
り
、
そ
の
後
調
子

は
上
向
い
て
後
半
は
こ
れ
も
初
め
て
と
な
る
ア

ン
ダ
ー
パ
ー
で
回
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
ま
だ
ま
だ
場
数
を
踏
ま
な
い
と
上
位
に
は

な
れ
な
い
。
準
備
を
し
て
下
さ
っ
た
役
員
の
方
々

に
感
謝
で
す
。 

６ ふれあい なのかいち 

「
卓
球
大
会
に
参
加
し
て
」 

 
 
 
 
 
 

七
‐
五 

 

大
井 

将
憲 

 

一
月
二
十
一
日
に
行
な
わ
れ
た
卓
球
大
会
に

参
加
し
ま
し
た
。 

 

遊
び
で
し
か
卓
球
の
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
同
じ
チ
ー
ム
の
方
々
と
、
一
点
差
の
緊

張
感
や
勝
つ
喜
び
な
ど
を
共
有
で
き
楽
し
く
プ

レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

地
域
の
方
と
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思

い
ま
す
。 

今
後
も
地
区
行
事
に
楽
し
く
参
加
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

卓球大会（体育部） 
【2018 年 1 月 21 日】 

マレットゴルフ（体育部） 
【2018 年 6 月 3 日】 

冬季スポーツ大会（体育部） 
【2018 年 2 月 28 日】 



「七日市場公民館ホームページ」をご活用ください。 

七日市場地区公民館は 5 年前にホームページを開設して、公民館

活動について情報発信しています。各専門部の活動状況報告や公民

館報「ふれあいなのかいち」のカラー版を掲載するとともに、公民

館報に連載の「七日市場の歴史」については、初回から最新号まで

をすべて閲覧することができます。 

当ホームページの掲載記事は、この 5 年間で 1 万 3 千回の閲覧が

ありました。七日市場地区の皆さんのネット上での交流の場として

一層ご利用いただくために、タイムリーな記事の掲載に努めるとと

もに、皆さんからの投稿やコメントをお待ちしています。 

 ホームページへのアクセスや投稿は簡単です。パソコン、タブレ

ットやスマホでhttp://nanokaichiba.wakwak.info/wordpress/ を

直接入力するか「七日市場地区公民館ホームページ」を検索すれば

容易にアクセスすることができます。また、ホームページ上の「お

問い合わせ＆投稿」をクリックして所定の様式で入力することで文

章や画像が、各投稿記事下部の「コメント」をクリックすればコメ

ントを投稿できます。それぞれの投稿はホームページ事務局で内容

確認後に掲載いたします。ホームページで「ふれあいなのかいち」

を実践しましょう。《ホームページ事務局》 

ふれあい なのかいち Vol.１７ No.１ 第４８号 ２０１８年７月１５日 

７ ふれあい なのかいち 



２０１８年７月１５日            ふれあい なのかいち         Vol.１７ No.１ 第４８号 

８ ふれあい なのかいち 

「
七
日
市
場
の
歴
史
（
第
四
十
三
回
）
」 

 
 

 

続 

昭
和
期
の
七
日
市
場
③ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

曽
根
原 

孝
和 

 

「
戦
争
か
ら
学
ぶ
」
三
回
目
で
す
。 

中
国
で
亡
く
な
っ
た
布
山
さ
ん 

 

布
山
丑
雄
さ

ん
は
、
昭
和
二
十
年
一
月
二
十
九
日
中
国
新
城
県
小
蘆

督
付
近
の
戦
闘
で
戦
死
さ
れ
ま
し
た
。
行
年
三
十
三
歳

で
し
た
。 

布
山
さ
ん
は
、
昭
和
十
四
年
一
月
、
松
本
連
隊
補
充

隊
に
入
隊
し
、
幹
部
候
補
生
と
し
て
同
十
五
年
六
月
に

盛
岡
陸
軍
予
備
士
官
学
校
を
卒
業
し
て
見
習
士
官
を

命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
八
月
に
は
征
途
に
上
り
、

北
支
の
燕
京
周
辺
の
防
衛
の
任
務
に
当
た
り
ま
し
た
。 

そ
れ
以

来
、
第
一

線
部
隊
の

小
隊
長
と

し
て
各
地

を
転
戦
さ

れ
ま
し
た
。

京
漢
作
戦
に
お
い
て
は
、
旅
団
の
幕
僚
と
し
て
参
加
さ

れ
、
洛
陽
の
攻
撃
に
は
兵
器
弾
薬
の
補
給
等
の
任
務
や

指
令
部
直
属
の
警
備
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
、
河
北
省
新
城
県
付
近
の
討
伐
に
従
事
し

た
の
で
し
た
。 

戦
死
の
報
告
の
時 

 

戦
死
の
報
告
に
は
二
十
年

二
月
、
部
下
三
人
が
自
宅
に
見
え
ら
れ
ま
し
た
。
甥
の

幹
夫
さ
ん
は
小
学
校
三
年
生
で
、
当
時
を
思
い
出
さ
れ

な
が
ら
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

遺
骨
は
な
く
、
遺
品
と
し
て
戦
闘
帽
、
サ
ー
ベ
ル
、

血
染
め
の
軍
服
な
ど
を
渡
さ
れ
ま
し
た
。
丑
雄
伯
父
は

戦
闘
の
先
に
立
っ
て
進
ん
だ
時
、
戦
死
を
し
た
と
告
げ

ら
れ
ま
し
た
。
戦
闘
帽
や
軍
服
に
は
銃
弾
の
あ
と
が
は

っ
き
り
見
え
、
戦
争
の
怖
さ
を
感
じ
た
と
語
ら
れ
ま
し

た
。 報

告
は
祖
父
母
や
父
が
気
丈
に
受
け
て
い
ま
し
た

が
、
今
に
な
っ
て
思
い
出
す
と
無
念
な
思
い
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
丑
雄
伯
父
は
帰
っ
た
ら
歯
医
者
に
な
る
願
い

を
も
ち
、
歯
科
医
に
な
る
道
具
も
自
宅
に
用
意
し
て
い

た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
夢
が
実
現
で
き
ず
、
残
念
で
あ

っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
と
言
わ
れ
た
言
葉
が
、
胸
に
つ

ま
り
ま
し
た
。 

お
願
い 

今
回
ま
で
四
人
の
戦
没
者
を
記
し
ま
し

た
。
『
三
郷
村
誌
Ⅱ
』
で
は
七
日
市
場
の
戦
没
者
は
十

八
人
で
す
。
四
人
以
外
の
方
で
、
葉
書
や
手
紙
な
ど
お

あ
り
で
、
お
見
せ
い
た
だ
け
る
方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ

る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。 

 

  

 

 

原
稿
を
執
筆
す
る
人
、
写
真
を
撮
る
人
、
入
力
す

る
人
、
編
集
す
る
人
、
印
刷
す
る
人
、
配
布
す
る
人
、

こ
う
し
て
公
民
館
報
が
発
刊
さ
れ
、
こ
こ
に
は
、
小

さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
そ
の
輪
を
広
げ
、
七
日
市
場
地
区
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
拡
大
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
が
「
ふ

れ
あ
い 

な
の
か
い
ち
」
で
す
。 

本
号
は
、
公
民
館
長
、
代
表
区
長
の
ご
挨
拶
、
各

専
門
部
長
の
抱
負
、
最
近
の
行
事
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、

年
間
行
事
予
定
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
紹
介
並
び
に

七
日
市
場
の
歴
史
で
構
成
し
ま
し
た
。
ご
興
味
頂

け
、
ご
家
族
、
ご
近
所
ご
友
人
等
と
の
話
題
に
し
て

頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。 

今
後
も
皆
様
に
親
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
編
集
委

員
一
同
頑
張
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

主
事 

尾
澤 

 

編
集
後
記 

 

布山丑雄さん墓 
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夏祭り・盆踊り大会 
【2018 年 8 月 14 日】 

釣
り
」
「
福
引
き
」
等
の
催
し
も
盛
況
で
し
た
。 

目
に
浮
か
ぶ
の
は
、
浴
衣
姿
の
小
さ
な
子
供
さ
ん
達

が
、
親
御
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
ボ
ン
ボ
ン
片
手
に
、
楽
し

む
姿
を
見
る
と
、
日
本
古
来
の
祭
り
で
将
来
に
伝
え
て
い

く
大
切
な
行
事
だ
と
改
め
て
感
じ
た
も
の
で
し
た
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
三
役
の
皆
さ
ん
と
、
文
化
部

員
の
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
頂
き
、
何
と
か
無
事
に
終
了
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ふれあい なのかいち Vol.１７ No.２ 第４９号 ２０１８年１０月１４日 

1 ふれあい なのかいち 

夏
祭
り
・
盆
踊
り
大
会
を
終
え
て 

七日市場地区公民館ホームページもご利用ください！！ 

       http://nanokaichiba.wakwak.info/wordpress/ 

 

八
月
十
四
日
は
、
朝
か
ら
曇
天
で
会
場
を
ど
こ
に
す
る

か
、
祭
り
が
始
ま
る
迄
悩
ん
だ
も
の
で
す
が
、
何
と
か
予

定
通
り
に
神
社
で
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
例
年
通

り
「
祭
り
ば
や
し
保
存
会
」「
七
日
市
場
踊
り
の
会
」「
安

曇
盆
唄
保
存
会
」
様
か
ら
御
協
力
頂
い
て
、
祭
り
の
会
場

を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
を
し
て
下
さ
っ
た
「
七
日
市
場
コ
ー
ラ
ス
」
の
皆

様
方
を
含
め
、
大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
金
魚
す
く
い
」
「
綿
ア
メ
」
「
カ
キ
氷
」
「
ボ
ン
ボ
ン 

 

文
化
部
長 

栗
林 

輝
人 

 

 

 



  
 

「
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
し
て
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
‐
三 

青
木 

隆
幸 

 

七
月
十
五
日
、
昨
年
に
引
き
続
き
ワ
ン
バ
ウ
ン

ド
ふ
ら
ば
～
る
バ
レ
ー
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
バ
レ
ー
は
冬
に
行
な
わ
れ
る
「
分
館
対
抗

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
の
種
目
で
も
あ
る
為
、
軽

ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
行
な
わ
れ
る
事
は
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
予
想
外
の
と
こ
ろ
に
跳
ね
る
ボ
ー
ル
、

チ
ー
ム
の
皆
と
声
を
出
し
な
が
ら
回
す
ボ
ー
ル
。

珍
プ
レ
ー
あ
り
、
好
プ
レ
ー
あ
り
の
楽
し
い
バ
レ

ー
で
す
。 

皆
さ
ん
も
是
非
参
加
し
て
み
て
は
如
何
で
す

か
？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあい なのかいち Vol.１７ No.２ 第４９号 ２０１８年１０月１４日 

「
七
日
市
場
地
区
敬
老
会
」 

 
 
 
 

文
化
部
副
部
長 

丸
山 

由
紀
子 

 
六
月
十
七
日
、
四
十
四
名
様
に
ご
参
加
い
た
だ

き
敬
老
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
も
ま
つ
か
わ
落
語
会
の
方
を
お
招
き
し

て
落
語
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま

お
噺
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
ら
れ
、
時
お
り
笑
い
声

や
拍
手
が
会
場
に
広
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
宴
会

の
席
で
は
お
食
事
や
会
話
を
楽
し
ま
れ
和
や
か

な
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。 

 

私
達
担
当
部
員
に
労
い
の
お
言
葉
な
ど
お
気

遣
い
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

２ ふれあい なのかいち 

敬老会（文化部） 
【2018 年 6 月 17 日】 

 

軽スポーツ大会（体育部） 
【2018 年 7 月 15 日】 

【準優勝 1-4 組】 【優勝 ソフト＆バレーチーム】 【３位 2-3 組】 

【公民館報 第 48 号の訂正】 
5 ページ、サークル活動のご案内 代表者の電話番号 みやび会 松澤様（誤）5346 （正）5335 

 コーラス 今泉様（誤）3177 （正）3188 

軽スポーツ大会の対戦結果 



  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあい なのかいち Vol.１７ No.２ 第４９号 ２０１８年１０月１４日 

「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会
の
参
加
」 

一
‐
十
一 

内
沢 

美
緒
貴 

３ ふれあい なのかいち 

今
回
は
体
育
部
員
で
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
ど
の
地
区
も
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
応
援
団
と
も

に
気
合
が
入
っ
て
い
て
、
決
勝
戦
と
も
な
る
と
大

変
レ
ベ
ル
の
高
い
試
合
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
は
初
心
者
で
も
手
軽
に
楽
し

め
幅
広
い
年
齢
層
で
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
に
所
属
し
て
い
る

方
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
も

っ
と
参
加
し
易
く
な
る
と
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

次
回
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
参
加
」 

五
‐
三 

長
田 

伸
一 

四
十
路
を
越
え
て
初
め
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
に
参
加
し
ま
し
た
が
地
域
交
流
が
出
来
た
良

い
一
日
で
し
た
。
平
日
の
練
習
は
仕
事
の
都
合
で

参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
当
日
の
試
合
と
慰

労
会
は
新
た
な
知
り
合
い
も
増
え
来
年
も
是
非

参
加
し
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
ナ
イ
タ
ー
ソ

フ
ト
の
メ
ン
バ
ー
が
多
く
一
般
の
参
加
者
が
気

軽
に
参
加
で
き
る
様
な
取
り
組
み
や
人
集
め
を

容
易
に
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
し
て
開
か

れ
た
地
域
交
流
の
活
動
に
な
る
事
を
望
み
ま
す
。

今
年
の
セ
ミ
ナ
ー
は
「
認
知
症
予
防
に
つ
い
て
」

の
講
座
で
し
た
が
、
四
十
代
半
ば
の
私
に
と
っ
て

は
ま
だ
ま
だ
先
の
事
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
講
話

を
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
糖
尿
病
と
の
関
係
や
、

日
頃
の
運
動
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
な
ど
の
生

活
習
慣
を
少
し
考
え
改
善
す
る
こ
と
で
予
防
が
出

来
る
こ
と
を
聞
き
、
自
分
の
将
来
の
事
を
考
え
て
、

今
か
ら
で
も
認
知
症
予
防
の
行
動
を
起
こ
そ
う
と

思
い
ま
し
た
。 

「
他
人
事
で
は
な
い
」 七

‐
一 

高
山 

勉 
 

夏季スポーツ大会（体育部） 
【2018 年 8 月 19 日】 

夏季スポーツ大会（体育部） 
【2018 年 8 月 19 日】 

 

生活に役立つセミナー（生活産業部） 
【2018 年 9 月 9 日】 
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「
七
日
市
場
の
歴
史
（
第
四
十
四
回
）
」 

 
 

 

続 

昭
和
期
の
七
日
市
場
④ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

曽
根
原 

孝
和 

 二
つ
の
火
の
見
櫓
撤
去 

今
年
七
月
六
日
、
七
日
に
藤

ノ
木
と
中
木
戸
に
あ
っ
た
火
の
見
櫓
が
撤
去
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
二
十
六
年
十
一
月
九
日
、
公
民
館
横
に
あ

っ
た
火
の
見
櫓
の
撤
去
に
続
く
も
の
で
す
。 

こ
れ
は
、
市
が
二
十
七
年
五
月
七
日
か
ら
緊
急
・
災

害
時
等
に
は
、
市
民
に
情
報
を
行
政
無
線
で
的
確
か
つ

迅
速
に
知
ら
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
、

公
民
館
横
に
は
、
火
の
見
櫓
と
半
鐘(

以
後
鐘)

に
変
わ

っ
て
無
線
放
送
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。 

今
回
撤
去
さ
れ
た
藤
ノ
木
と
中
木
戸
の
二
つ
の
鐘

は
、
公
民
館
横
の
高
さ
五
二
㌢
の
も
の
よ
り
や
や
小
さ

く
、
大
き
さ
は
直
径
三
五
㌢
、
高
さ
四
五
㌢
で
す
。 

櫓
と
鐘
の
歴
史
か
ら 

今
回
の
機
会
に
櫓
や
鐘
の
歴

史
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
大
正
十
五
年
に
鐘
二
個
を
購

入
し
、
藤
ノ
木
と
上
真
々
部
東
村
に
付
け
た
と
あ
り
ま

す
。
公
民
館
横
は
そ
れ
以
前
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
大
戦
後
の
昭
和
二
十
五
年
に
は
、
音
響
の
よ
い
鐘

に
変
更
し
、
三
十
年
に
は
三
か
所
の
火
の
見
櫓
に
外
灯

を
設
置
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
四
十
五
年
に
、

公
民
館
の
火
の
見
櫓
を
鉄
骨
に
建
て
替
え
、
昭
和
五
十

一
年
に
は
南
部
（
藤
の
木
）
と
北
部
（
中
木
戸
）
で
鉄

骨
に
建
て
替
え
を
し
ま
し
た
。 

北
部
の
櫓
の
位
置 

北
部
の
火
の
見
櫓
は
、
昭
和
三
十

年
頃
ま
で
は
上
真
々
部
東
村
（
上
か
ら
の
松
本
道
が
中

萱
堰
に
接
す
る
手
前
南
）
と
西
木
戸
の
観
音
原
二
か
所

に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
が
時
期
は
不
明
で
す
が
、

中
木
戸
一
か
所
に
な
り
ま
し
た
。
中
木
戸
に
は
一
時
期

ポ
ン
プ
小
屋
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
撤
去
と
火
の

見
櫓
の
移
動
等
が
関
係
す
る
か
な
ど
は
、
今
後
の
課
題

で
す
。 

鐘
や
板
木
に
感
謝 

大
正
・
昭
和
・
平
成
と
続
い
た
火

の
見
櫓
や
鐘
が
役
割
を
終
了
し
ま
し
た
。
藤
ノ
木
で
は

鐘
と
板
木
を
組
合
倉
庫
に
、
中
木
戸
の
鐘
は
、
萩
原
秀

彌
さ
ん
の
倉
庫
軒
下
に
吊
し
保
存
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。 鐘

は
、
自
分
た

ち
で
自
分
た
ち

の
地
域
を
守
っ

て
き
た
こ
と
を

語
っ
て
く
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

お
出
掛
け
の
折

は
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

 

 

  

 

 

今
晩
に
も
今
年
最
大
の
台
風 

 

号
が
長
野
県
に
最
接

近
す
る
中
で
編
集
後
記
を
書
い
て
い
ま
す
。
台
風
の
被
害

が
無
け
れ
ば
い
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。
今
年
の
夏
も
例
年

以
上
に
暑
か
っ
た
で
す
が
、
お
彼
岸
を
過
ぎ
て
秋
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
夏
の
疲
れ
が
出
て
体
調
を
崩
し

て
い
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

公
民
館
行
事
も
上
半
期
を
過
ぎ
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
、

敬
老
会
、
夏
祭
り
、
夏
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
区
民
の
方
々

の
ご
協
力
も
あ
り
無
事
終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
下

半
期
も
三
郷
祭
・
三
郷
地
域
市
民
運
動
会
、
女
性
学
級
、

人
権
講
習
会
、
し
め
縄
講
習
会
、
卓
球
大
会
、
冬
季
ス
ポ

ー
ツ
大
会
と
行
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

公
民
館
報
も
第 

 

号
と
な
り
、
平
成
最
後
の
区
切
り

の
第 

 

号
が
次
回
の
発
行
と
な
り
ま
す
。
今
ま
で
発
行
を

支
え
て
下
さ
っ
た
歴
代
の
公
民
館
の
役
員
の
皆
様
、
と
り
わ

け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
松
尾
学
様
、
木
船
章
様
、
花
岡
正
明

様
、
松
尾
常
徳
様
、
丸
山
博
幸
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

次
号
は
公
民
館
役
員
、
編
集
委
員
一
同
、
紙
面
の
充
実
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

公
民
館
長 

小
笠
原 

 

編
集
後
記 
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消火器を使った初期消火訓練 

 

自主防災訓練 
【2018 年 11 月 18 日】 

ふれあい なのかいち Vol.１７ No.３ 第５０号 ２０１９年２月１７日 

1 ふれあい なのかいち 

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性 

七日市場地区公民館ホームページもご利用ください！！ 

       http://nanokaichiba.wakwak.info/wordpress/ 

  
災
害
は
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
災

害
の
規
模
に
よ
っ
て
は
、
道
路
の
寸
断
や
救
助
あ
る

い
は
救
援
要
請
の
集
中
に
よ
り
、
公
共
防
災
機
関
に

よ
る
支
援
、
救
出
、
救
護
が
期
待
で
き
な
い
事
も
あ

り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
、
共
助
に
よ
る
防
災
活
動
を
展
開

し
、
お
互
い
の
命
や
財
産
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
地
域
の
災
害
時
要
援
護
者
と
な
る 

高
齢
者
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
や
介
助
の
必
要
な
方

に
救
助
の
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
身

近
に
い
る
皆
さ
ん
で
す
。 

 
災
害
発
生
時
要
援
護
者
、
避
難
経
路
な
ど
の
情
報
を

共
有
化
す
る
こ
と
で
、
一
人
で
も
多
く
の
命
を
守
る
事

が
出
来
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
防
災
対
策
に
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
行
政
や
各
防
災
機
関
と
一
緒
に
行
っ
て
い
く

こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

 

 

自
主
防
災
会
本
部
長 

橋
澤 

泉 
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「
意
外
と
楽
し
め
た
運
動
会
」 

 
 
 
 

 

体
育
部
副
部
長 

赤
羽 

重
晃 

 
代
行
も
含
め
て
、
リ
レ
ー
に
二
回
参
加
し
ま

し
た
。
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
意
外
と

楽
し
か
っ
た
で
す
。
最
後
の
リ
レ
ー
は
参
加
者
が

居
な
く
困
っ
て
い
ま
し
た
が
、
若
い
女
性
の
方
が

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
棄
権
せ
ず
に
済
み
ま
し

た
。
参
加
募
集
を
知
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
、
参
加

募
集
の
方
法
も
工
夫
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

リ
レ
ー
は
ア
ン
カ
ー
で
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し

た
が
、
ビ
リ
で
バ
ト
ン
を
受
け
た
の
で
、
大
分
ホ

ッ
と
し
た
の
と
、
少
し
だ
け
残
念
で
し
た
。 

２ ふれあい なのかいち 

人権講演会（総務） 
【2018 年 11 月 18 日】 

「
人
権
学
習
講
演
会
「
生
き
る
」
「
優
し
さ
」
を

考
え
る
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
」 

人
権
教
育
推
進
委
員 

小
笠
原 

英
行 

安
曇
野
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
計
画
に
基
づ
き
人
権

教
育
指
導
員
の
曽
根
原
先
生
よ
り
（
「
生
き
る
」「
優
し
さ
」

を
考
え
る
～
坂
村
真
民
、
金
子
み
す
ゞ
の
詩
を
手
が
か
り

に
～
）
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
真
民
、
み
す
ゞ
の
詩
を
通
し
て

相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
や
、
生
き
る
事
の
大
切
さ
を
感

じ
、
現
実
の
日
々
の
生
活
の
中
で
も
自
分
自
身
の
生
き
方

を
考
え
た
い
と
の
気
持
ち
を
持
っ
て
頂
い
た
貴
重
な
時
間

で
し
た
。 

市民運動会（体育部） 
【2018 年 10 月 14 日】 



  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあい なのかいち Vol.１７ No.３ 第５０号 ２０１９年２月１７日 

「
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
作
り
」 

三
‐
六 

奥
山 

は
る
子 

３ ふれあい なのかいち 

 

女
性
部
の
役
員
に
な
り
、
２
度
目
の
プ
リ
ザ
ー

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

先
生
は
、
細
か
い
材
料
を
揃
え
て
下
さ
り
、
丁

寧
に
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
簡
単
に
出
来
る
と

思
っ
て
い
た
私
で
す
が
、
隣
の
方
は
手
際
よ
く
作

っ
て
い
か
れ
る
の
を
見
て
、
二
度
参
加
し
た
私
で

す
が
、
自
分
は
な
ん
て
不
器
用
か
思
い
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。 

完
成
し
た
作
品
を
見
て
、
嬉
し
い
思
い
と
共

に
、
物
作
り
の
む
ず
か
し
さ
と
楽
し
さ
を
知
っ
た

次
第
で
す
。 

「
好
評
！
手
作
り
し
め
縄
」 

一
‐
十
二 

清
水 

哲
司 

日
本
の
お
正
月
に
欠
か
せ
な
い
し
め
縄
、
皆
さ
ん

は
毎
年
飾
ら
れ
て
い
ま
す
か
？ 

最
近
で
は
見
か
け
る
家
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

以
前
は
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
飾
っ
て
い
る

方
も
結
構
見
か
け
た
も
の
で
し
た
が
・
・
・
。 

し
め
縄
講
習
会
に
参
加
し
、
講
師
の
方
や
毎
年
参

加
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、

気
持
ち
の
込
も
っ
た
し
め
縄
を
楽
し
く
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
家
族
か
ら
の
評
判
も
上
々
、
充
実

し
た
講
習
会
に
な
り
ま
し
た
。 

三
九
郎
の
朝
、
み
ん
な
で
松
集
め
を
し
ま
し
た
。

寒
か
っ
た
け
れ
ど
、
ど
ん
ど
ん
楽
し
く
な
り
一
軒

一
軒
走
っ
て
見
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
大
き
な
松
は

ト
ラ
ッ
ク
で
運
ん
で
も
ら
い
、
大
き
な
や
ぐ
ら
が

二
つ
で
き
ま
し
た
。
午
後
二
時
点
火
。
炎
に
包
ま

れ
、
勢
い
よ
く
や
ぐ
ら
は
燃
え
て
い
き
ま
す
。
火

が
お
さ
ま
る
と
、
ま
ゆ
玉
と
マ
シ
ュ
マ
ロ
を
焼
き

ま
し
た
。
一
生
懸
命
焼
い
た
の
で
熱
く
て
ほ
っ
ぺ

た
が
赤
く
な
り
ま
し
た
。
天
気
も
良
く
、
み
ん
な

と
で
き
た
三
九
郎
は
最
高
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

「
楽
し
か
っ
た
三
九
郎
」 

三
郷
小
学
校 

五
年
三
組 

上
嶋 

柚
風 

 

プリザーブドフラワー教室（女性部） 
【2018 年 11 月 4 日】 

しめ縄（生活産業部） 
【2018 年 12 月 9 日】 

 

三九郎 
【2019 年 1 月 13 日】 
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「
七
日
市
場
の
歴
史
（
第
四
十
五
回
）
」 

 
 

 

平
成
期
の
七
日
市
場
① 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

曽
根
原 

孝
和 

 

人
口
増
加
の
七
日
市
場 

七
日
市
場
の
五
月
一
日
現

在
の
人
口
は
、
一
、
六
六
七
人
で
す
。
明
治
元
年
（
一

八
六
八)

の
人
口
は
四
七
五
人
で
、
世
帯
数
は
一
〇
〇

戸
で
し
た
の
で
、
驚
き
の
数
字
で
す
。
昭
和
三
十
年
以

降
で
は
、
全
体
的
に
増
加
を
続
け
、
最
近
は
や
や
減
少

気
味
で
す
。 

 

急
増
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
二
つ
の
山
が
あ

り
ま
す
。
一
番
の
山
は
、
昭
和
五
十
五
年(

一
九
八
〇)

で
五
年
前
に
く
ら
べ
て
三
八
㌫
の
増
加
率
を
示
し
、
二

番
の
山
は
、
平
成
一
二
年
で
一
七
㌫
の
増
加
率
を
示
し

て
い
ま
す
。 

松
本
に
近
く
交
通
が
便
利 

七
日
市
場
の
高
い
人
口

増
加
率
の
理
由
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
重
な
り
合

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
主
な
こ
と
は
、
昭
和
四

十
一
年(

一
九
六
六)

の
新
産
業
都
市
事
業
の
促
進
に 

　　七日市場の人口・世帯数
(昭和30年～平成30年）

年 世帯数 人口 人口増加率

戸 人 ％

昭和30 120 608

35 113 547 -10.0

40 145 603 10.2

45 160 647 7.3

50 176 687 6.2

55 254 947 37.8

60 287 1,050 10.9

平成2 326 1,171 11.5

7 387 1,317 12.5

12 478 1,542 17.1

17 554 1,663 7.8

22 617 1,748 5.1

27 650 1,747 -0.06

30 647 1,667

　人口増加率は5年前との比較

 

 

関
係
し
て
、
広
々
と
し
た
土
地
や
豊
か
な
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
、
松
本
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
立
地
条

件
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
四

十
五
年
か
ら
米
の
生
産
調
整
が
始
ま
っ
た
こ
と
や
他

の
区
よ
り
構
造
改
善
事
業
が
遅
れ
、
農
地
の
住
宅
地
へ

の
転
用
が
図
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

特
に
松
本
市
に
近
く
、
大
糸
線
や
国
道
な
ど
に
も
近
く
、

交
通
の
便
が
よ
い
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ

ま
す
。 

み
ど
り
ケ
丘
団
地
・
ア
パ
ー
ト 

堰
下
地
区
北
西
の
住

宅
地
（
み
ど
り
ケ
丘
団
地
）
は
、
一
日
市
場
の
飛
び
地

的
な
場
所
で
、
七
日
市
場
と
の
境
界
に
当
た
り
、
生
活

圏
は
七
日
市
場
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
四
十
九

年
か
ら
一
日
市
場
と
会
議
を
重
ね
、
住
民
の｢

七
日
市

場
に｣

と
い
う
要
望
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
五
十
三
年

に
七
日
市
場
へ
の
帰
属
が
円
満
に
解
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
が
一
番
の
山
に
関
係
し
て
い
る
と
も
思
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
昭
和
末
年
こ
ろ
よ
り
個
人
住
宅
の
建
設
の
ほ

か
に
ア
パ
ー
ト
建
設
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の

こ
と
も
人
口
増
加
に
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

北
部
の
櫓
の
位
置 

北
部
の
火
の
見
櫓
は
、
昭
和
三
十

年
頃
ま
で
は
上
真
々
部
東
村
（
上
か
ら
の
松
本
道
が
中

萱
堰
に
接
す
る
手
前
南
）
と
西
木
戸
の
観
音
原
二
か
所

に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
が
時
期
は
不
明
で
す
が
、

中
木
戸
一
か
所
に
な
り
ま
し
た
。
中
木
戸
に
は
一
時
期

ポ
ン
プ
小
屋
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
撤
去
と
火
の

見
櫓
の
移
動
等
が
関
係
す
る
か
な
ど
は
、
今
後
の
課
題

で
す
。 

ふ
れ
あ
い 

な
の
か
い
ち
は
、
今
回
で
区
切
り
の
ち
ょ
う
ど

50
号
、
併
せ
て
平
成
最
後
の
発
行
と
な
り
ま
す
。
平
成
14

年
7
月
に「
七
日
市
場
区 

区
民
の
皆
さ
ん
へ
」
と
し
て
分

館
活
動
の
状
況
が
報
告
さ
れ
た
の
が
第
１
号
と
な
り
、
そ

れ
か
ら
16
年
以
上
年
3
回
の
ペ
ー
ス
で
発
行
さ
れ
50
号
を

迎
え
ま
し
た
。 

こ
の
結
果
は
、
偏
に
区
民
の
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物
と
、

発
行
に
携
わ
る
も
の
と
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

発
行
記
録
に
記
載
の
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
花
岡
、
木
船
、

松
尾(

常)

、
丸
山
様
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
監
修
を
し
て
頂

い
て
い
ま
す
松
尾(

学)

様
の
ご
尽
力
の
お
陰
と
重
ね
て
感
謝

致
し
ま
す
。 

今
回
は
50
回
の
記
念
号
で
す
の
で
、
付
録
と
し
て
第
１

号
、
第
20
号
、
第
34
号
の
一
ペ
ー
ジ
と
七
日
市
場
公
民
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
最
新
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
添
付
致
し
ま
し

た
。
過
去
か
ら
最
近
ま
で
振
り
返
り
、
思
い
出
と
し
て
楽
し

ん
で
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
第

34
号
以
降
の
カ
ラ
ー
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
お
楽

し
み
下
さ
い
。 

五
月
一
日
よ
り
新
し
い
元
号
が
始
ま
り
ま
す
。
新
た
な

気
持
ち
で
公
民
館
報
を
作
成
し
て
参
り
ま
す
。 主

事 

尾
澤 

 

編
集
後
記 
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 第 50 号発行記念 第 1号からの軌跡 

特集１頁 ふれあい なのかいち 

 

記念すべき第 1 号  関係者のご尽力により、記念すべき第 1 号が発行されました。 
今から 16 年も前のことです。これが第 1 号の 1 頁ですが、「ふれあい なのかいち」の 
タイトル字は、まだありません。 



 第 50 号発行記念 第 1号からの軌跡 

特集２頁 ふれあい なのかいち 

 

第 20 号  第 1 号から 7 年が経過しました。「ふれあい なのかいち」のタイトル字と 3
段あるいは 2 段の段組みが定着しています。 
年に 3 回、同じ時期に発行されるとともに、写真も色鮮やかです。 



 第 50 号発行記念 第 1号からの軌跡 

特集３頁 ふれあい なのかいち 

 

第 34 号  第 1 号から 11 年が経過しました。この紙面の最下段にあるように、七日市場

公民館のホームページが立ち上がり、公民館の事業がタイムリーに報告されるとともに、

今ではすっかりお馴染みの「七日市場の歴史」が最初から閲覧できるようになりました。 

検索キーワード【七日市場公民館】 
http://nanokaichiba.wakwak.info/wordpress/ 



 第 50 号発行記念 第 1号からの軌跡

特集４頁 ふれあい なのかいち 

 

七日市場公民館のホームページ  第 1 号から 11 年が経過した 2013 年 6 月、七日市場公

民館のホームページが立ち上がりました。公民館報は、紙面の関係でわずか数枚の写真し

か掲載できませんが、ホームページでは多くの写真がタイムリーに閲覧できます。 


